
津村 俊充（南⼭⼤学⼈⽂学部⼼理⼈間学科教授）

星野 欣⽣（南⼭短期⼤学名誉教授） 【担当が中村和彦から星野欣⽣に変更になりました】

⽇程
2011年2⽉17⽇（⽊）〜2⽉20⽇(⽇） 3泊4⽇
   2⽉17⽇（⽊）9：30開始、2⽉20⽇(⽇）16：30終了予定
※本講座は、⼣⾷後にも研修を予定しております

定員 24名

会場
南⼭学園研修センター 【研修・宿泊】
〒466-0834 名古屋市昭和区広路町隼⼈30 電話 052-837-6466

受講料 受講料36,000円  滞在費24,350円（宿泊・⾷事・会場費を含む）

担当講師 津村俊充 記

 本講座は、2⽉17⽇（⽊）から2⽉20⽇（⽇）の3泊4⽇にわたる宿泊研修で、ラボラトリー⽅式の体験学習を⽤いた教育⽅法の実践と
理解を深めるための講座です。昨年度より、星野欣⽣先⽣とともに担当をさせていただき、
 体験学習の実習制作だけでなく、教育プログラムのデザインも検討することもねらった講座として実施しています。
 今回も、全国から20名の参加者があり、ねらいの明確化と共有化のプログラムの後、5グループ（4⼈メンバー）の教育スタッフチー
ムに分かれ、教育プログラムのデザインと実施を⾏いました。
 新⼊社員を対象に協働を学ぶプログラム、3年⽬の社員を元気にするぞプログラム、なっちゃったリーダーが⾃らのリーダーシップを
探究するプログラム、定年間近な社員が⽣き⽅を考えるプログラム、地域住⺠のつながる街づくり
 プログラムと５つの幅広い教育プログラムの創造と実習開発に取り組みました。教育プログラミングと実習開発＆設計と実施を通し
て、参加者の⽅はたくさんのことを学ばれたようです。それは、ファシリテーターとして体験学習のデザインと実践にかかわることだ
けでなく、学習者にかかわる⾃分⾃⾝のありよう"Use of Self"を深く探究する講座になりました。
 本講座を通して「ファシリテーターは『教育プログラム』のデザイナーというよりも、『⼈⽣』のデザイナー」ではないかと気づか
されたという星野先⽣のメッセージが印象的でした。
 最後に、⼀⼈ひとりを⼤切にする教育が広がっていくことを願っています。

アドバンス体験学習
−体験学習を活⽤したい⼈のために−【ファシリテーター・トレーニングA】

担当者

メルマガ
講座報告

概要

 ⼈間関係講座などの「体験学習」を体験された⽅が、教育⽅法としての「ラボラトリー⽅式の体験学習」について理解を深めるため
の講座です。
  近年、学校や企業はもちろん医療や福祉の領域でも学習者参加型や体験学習型の教育研修が求められています。これらの教育研修を
実施していく際には、学習者との対話や臨機応変な対応など、マニュアル化できない要素が⼤切になります。
  この講座では、実際に参加者が体験学習をプランし実施してみることによって、学習者を⼤切にする教育観についての理解を深め、
ファシリテーターとしての関わり⽅やスキルを磨くことに取り組みます。この講座⾃体が体験学習の場になりますから、ファシリテー
ターとしてのトレーニングだけでなく⾃分⾃⾝の⼈間的成⻑の機会にもなります。
 特に、「アドバンス体験学習」では、 •体験学習のプログラムを⾃分たちで計画し実践してみる（ファシリテーター体験）
•体験学習をみずから体験してみる（参加者体験）

 この２つの役割を受講者が交代で体験しながら、実践的に学んでいきます。
この講座によって、
•体験学習とは何か −体験学習の理論と実際
•なぜ体験学習なのか −教育の原点を問う
•体験学習のすすめ⽅ −プログラムを作り、実施するスキルを養う
•体験学習をすすめるファシリテーターのあり⽅ −教育者の原点を問う
•体験学習の⽣かし⽅ −学校、企業、病院、⽣涯学習などにおける体験学習の現場への応⽤
などを学ぶことができるでしょう。

当センターでのファシリテーター・トレーニングの位置づけは以下の通りです。

★ファシリテーター・トレーニングＡ 「アドバンス体験学習」：ラボラトリー⽅式の体験学習を企画・実施するファシリテーターに
ついて扱います。
★ファシリテーター・トレーニングＢ 「トレーナートレーニング」：グループの⼈間関係を促進するファシリテーターについて学び
ます。Ｔグループやエンカウンターグループなどの受講経験が必要となります。
★ファシリテーター・トレーニングＣ 「ファシリテーター・ワークショップ」：参加型トレーニングや体験学習など、学習者が⾃ら
学ぶ教育的アプローチについて、理論と実習から学んでいきます。ファシリテーター･トレーニングＡ及びＢに⽐べ、基本的・⼊⾨的な
内容を扱います


